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諸元の改良（ ら， ら， ）， ）
樹列方向（進行方向），風向，風速，空気中湿度，栽植
距離，樹冠要因などの諸条件による影響の解析（














































































摘果割合（ 果そうに 果）などは 樹形を通じて共
通（ 種）とした．このほか， 専用パラメー
タである枝の発生・姿勢推定パラメータには既報（山本
ら， ）における ラ フランス 用パラメータを用
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を ％（ 分の ）にすれば良い．すなわち，樹割り
当て面積率 東西樹幅制限長 （園道幅 東西樹幅制限
長） の計算式を用いれば，東西樹幅制限長が
， ， ， および のときは，園道





























































ここで， はノズル噴霧量（ ）， は の走行
速度（ ）， は散布幅（ ）， は係数（両側散布では
































時間の単位に を用いる場合，（ ）は 式で計算され
る．
ノズル噴霧量（ ）
ブロック 辺長（ ） （ ） （ ）
式中の［ブロック 辺長（ ） （ ）］の部分は
がブロック 辺の長さを走行するのに要する時間（ ），




































































































減衰率 （ ・ ）の関係が成立するものと見な
した．したがって，そのブロック内の葉群に捕捉される
薬滴粒子量の割合は （ ・ ）に等しい．
まず水平方向の薬滴粒子量の減衰過程を記す．水平方
向に隣接する つのブロックをブロック とブロック と




（ ・ ）および （ ・ ）である．
したがって，ブロック に流入した薬滴粒子量に対する，
ブロック に捕捉される薬滴粒子量の割合およびブロッ
ク から出る薬滴粒子量の割合は，それぞれ， （ ・
） （ （ ・ ））および （ ・




ロック（以下，ブロック ）に ％が移動し，残り ％
の 分の （ ％）がブロック の真上のブロックに，










子量の割合は （ ・ ）である．この
うち，ブロック に ％，ブロック の真上のブロック
に ％および真下のブロックに ％が移動することにな
るので， に対するブロック ，ブロック の真上ブロ
ックおよび真下ブロックに移動する薬滴粒子量の割合
は，それぞれ， （ ・ ），
（ ・ ）および （
・ ）である．また， に対するブロック に捕
捉される薬滴粒子量の割合およびブロック から水平方
向に流出する薬滴粒子量の割合は，それぞれ，
（ ・ ） （ （ ・ ））お
よび （ ・ ） （ ・ ）
である． に対するブロック の真上のブロックに捕
捉される薬滴粒子量の割合は （ （ ・
））であり，真上のブロックから，さらにその上に
流出する薬滴粒子量の割合は （ ・ ）
である．ここで は真上のブロックの である．
また， に対してブロック の真下のブロックに捕捉
される薬滴粒子量の割合は （ （ ・
））であり，真下のブロックから，さらに，その下































































クを探し， 軸（ ， ， ）上の解析範囲としての開
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始 ，終了 ，開始 ，終了 ，開始 および終了 を










































（東西樹幅制限長 園道幅 ） （ ）












































































































（ ） （ ）
（ ） （ ）
間で比較したところ，面積当たり着果数および割り当て
土地面積当り はほぼ均等であったが（第 図 お
よび ）， 比および垂直 比には樹形群間で差
異が認められ，細形主幹形 トレリス誘引 字形 開
心形 変則主幹形の高低関係が現れた（第 図 および
，第 表）．
樹形群にとらわれずに， 比および垂直 比の
年間平均値を大きい順に並べ（第 図 および ），
樹形の最大値と最小値の間の差を最大値で割ったとこ
ろ，それぞれ， ％および ％であった． 比
の 年間平均値の大きい順に面積当たり着果数および割




は樹齢 年までは急速に上昇し（第 図 ），
面積当たり着果数も樹齢とともに急速に増大し，
年にピークに達し，その後飽和状態を経過しながら，漸
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ころ（第 図 ），それぞれ，約 から約 ，
























幅 ） （東西樹幅制限長 園道幅） の式
で算出した．その結果，東西樹幅制限長が （ 樹），
（ 樹）， （ 樹）， （ 樹）および （
樹）のとき， 当り散布量は，それぞれ， ，
， ， および になった．また， の
ときの を基準に，このときの誤差を計算すると，












に並べ（第 図 および ）， 樹形中の 位の値と
位の値の差が 位の値に占める割合を調査したところ，
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間平均値の大きさ順に並べたときの年次変化を示した






図 および および第 図 ），平均値と最小値は樹齢
とともに減少した（第 図 および ）．樹形によっては，
樹齢が ， 年目あたりから，最大値，平均値および標
準偏差がときどき急増した（第 図 ， および ）．
これは樹冠形の年変動を通じて，薬滴流の過度に集中す
る樹冠部位が年により形成されたことを示唆する．最小





























に相当の違いが認められた（第 図 ）．また， 当
り散布量に関するこれまでの比較論議の中では薬滴の過
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（第 図 ），当然ながら平均値は等しくなり，第 図
に比べて 年間の最大値，最小値および標準偏差の多く
は減少したが，一部には増大したものもあった．
第 図 は基準化したときの各年 当たり散布量
の最大値，中間値および最小値の 年間平均値について
樹形群間比較を行ったものである（第 図 ）．基準化





















並べたとき（第 図 ）の 樹形中の 位の値と 位
の値の差が 位の値に占める割合は，それぞれ，約 ％，
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した合計 個のセイヨウナシ ラ フランス の樹形を
対象に， 年間にわたり，上記 つのシミュレーション
を実施した． 比シミュレーションの結果， 比
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